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1. はじめに 

 河川感潮域の水質は潮汐によって発生する塩水遡上に伴い複雑に変動する．特に基底流量の少ない都市河川

では潮汐の影響を大きく受けるため水質の時間的変動も大きい 1)．本研究で対象となる鳥取県東部を流れ千代

川の支川である袋川は基底流量が少なく，さらに塩水侵入域において水質悪化が顕著であり，ヘドロが堆積し

ている状態である．しかし，従来の調査では表層水の採水による水質調査のみが行われているだけであり，感

潮域での流れや水質の鉛直分布等の観測は行われていない．そこで，本研究は袋川の水質汚濁の要因となって

いる塩水遡上について現地観測を行い，時間的および空間的変動について把握することを目的とした． 
2. 現地調査の概要 

(1) 長期連続観測 
 千代川支川である袋川にて 2015 年 8 月 1 日～2015 年 12 月 31 日ま

で図 1 に示す F1～F3 地点で長期連続観測を行った．F1 地点では自

動昇降機を用いて多項目水質計（Hydrolab 社製 MS5）を水面から河

床まで下降させた鉛直多層の計測を 10 分間隔で行った．ただし，9

月以降は 20 分間隔とした．また，F2，F3 地点については 2015 年 8

月 11 日から多項目水質計（Hydrolab 社製 DS-5X）による計測を行

い，計測間隔を 30 分とした． 

(2) 縦断観測 

縦断観測は袋川における塩分・水温・DO・濁度を把握するために，

図 1中の St.1～St.4においてボートを用いて下流から上流向う観測で

計測を行った．観測日は 2015 年 8 月 28 日，9 月 15 日の計 2 回であ

る．また，計測には多項目水質計（Hydrolab 社製 DS-5X）を用いた． 

 

  

図-２ F1地点における水質鉛直分布図（2015年 8月） 
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図-1 現地調査地点位置図 



3. 調査結果 

 長期連続観測の結果より，日最大潮位の高い 8 月に着

目することとした．図-2に示す F1 地点における水質鉛

直分布図をみると，2015 年 8 月 1 日～8 月 13 日にかけ

て千代川，袋川の水位および田後港（千代川河口から東

へ 12.5km）潮位の差が小さいとき，30psu を超える高塩

分が常に遡上していた．また図-3 に示すように，この

ときの上流部（F2,F3 地点）の塩水遡上時の DO をみる

と遡上に伴い低下していた．しかし，図-2 をみると 8

月 13 日 18:30 以降，降雨の影響を受けて千代川の水位

が上昇したことで F1 地点の塩分は低下していた．さら

に F1 地点(図-2)の DO をみると塩分の低下に伴い DO

も低下しており，最小値は 0.52mg/L であった．これは

上流に停滞していた DO 消費の進んだ塩水が下流部に

後退したためだと考えられた．また，8 月 26 日～8 月

27 日にも同様の傾向を示していたが，この期間中は袋

川の水位も上昇していたため塩分も低下しており，F1

地点の最低値は 2.9psu であった（図-2）． 

 図-4 に示す塩分と濁度の時系列をみると，塩水の遡上に伴い濁度も上昇していた．また，8 月 26 日～8 月

27 日の降雨の影響により 20NTU に上昇していた．これは，流下方向の底層流速の増加により底質が巻き上が

るためだと考えられた． 

4. 塩水侵入域における縦断分布 

 縦断観測の結果である，図-5(a)に示す塩分をみると 8

月 26 日～8 月 27 日における観測日前の降雨により F1 地

点でも高塩分は遡上しておらず（図-2参照），8 月 28 日に

おいても最大で 17.0psu であった．さらに，図-5(b)より塩

水楔先端付近で DO は低下しており，最小値は 3.98mg/L

となっていた．DO 消費が進行しなかった要因は塩水が侵

入してから日数が浅かったことで，強固な塩分成層が形成

されていなかったため，有機物の分解作用等による DO 消

費が進んでいなかったと考えられた． 

5. 結論 

 長期連続観測データより，千代川の水位と潮位の差が小さいとき高塩分水塊が遡上していた．しかし，降雨

の影響を受けることで，上流部に停滞していた DO 消費の進んだ塩水は下流に流れることを確認した．さらに，

塩水遡上時および降雨の影響により濁度が上昇することがわかった．また縦断観測より貧酸素水塊は塩水楔先

端付近から形成されると考えられた． 
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図-5 塩水遡上時の DO特性 

  
図-3 上流部の塩分と DO時系列 

 
図-4 F2地点における塩分と濁度時系列 


